
２面

国際認証・表彰地域が増加

３面

〝開放的な旅〟が人気

面

昼神温泉が出湯周年

料金上昇で満足度低下

面

月の客室利用率．％

７面

増
え
る
訪
日
客混

雑
解
消
の
打
開
策
を

営業者向け指針を公表改 正
旅館業法

迷
惑
客
の

宿
泊
拒
否「
で
き
る
場
合
」の
具
体
例
を
示
す

９
件
、負
債

億
円


月
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
倒
産
帝国データ
調 べ

本社主催
 選本保初代長官が講演
授与式は来年１月日

■■

特定要求行為の具体例

特定要求行為に当たらないもの

２
件
、負
債

億
円


月
の
旅
行
業
の
倒
産

（１） 第３２００号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）１２月４日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　持続可能な観光に関する今年
の国際的な認証や表彰で、日本
から多くの地域が選出された。
観光庁の橋一郎長官は、持続
可能な観光に取り組む地域を増
やしたいとの考えを示す。

　昼神温泉（長野県阿智村）が
出湯周年を迎え、記念式典を
開催。リニア中央新幹線の開業
を控え、「リニア新時代構想」
が発表された。

　Ｊ．Ｄ．パワージャパンがホ
テル宿泊客の満足度に関する今
年の調査結果を発表。宿泊料金
の上昇に伴い満足度は前年度に
比べて低下した。

　全日本ホテル連盟が発表した
月の全国平均客室利用率は
．％で前年同月比．㌽増。
インバウンド需要で関東、近畿
地区の稼働が好調。

　米エアビーアンドビーの日本
法人が同社実績と日本向け新機
能を発表。日本の国内旅行件数
はコロナ前比で％増。〝開放
的な旅〟を満喫するスタイルが
人気。

　

月

日
に
施
行
さ
れ
る
改
正
旅
館
業
法
で
、
宿
泊
施
設
は
迷
惑
行
為
を
行
う
人
の
宿
泊
拒
否
や
、
特
定
感
染
症

の
ま
ん
延
防
止
に
向
け
た
協
力
要
請
を
宿
泊
者
ら
に
行
え
る
よ
う
に
な
る
。
厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
法
律
を
適

切
に
運
用
す
る
た
め
の
営
業
者
向
け
の
指
針
を
公
表
し
た
。
施
設
側
が
宿
泊
拒
否
を
で
き
る
場
合
、
で
き
な
い
場
合

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
例
を
示
し
て
い
る
。

　
指
針
は
厚
労
省
の
「
改
正

旅
館
業
法
の
円
滑
な
施
行
に

向
け
た
検
討
会
」
（
座
長
＝

玉
井
和
博
・
立
教
大
学
観
光

研
究
所
特
任
研
究
員
）
が
７

月
か
ら
４
回
に
わ
た
り
検
討

を
重
ね
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
こ
の
ほ
ど
決
定

し
た
。

　
改
正
旅
館
業
法
で
は
、
宿

泊
を
拒
否
で
き
る
ケ
ー
ス
と

し
て
、
宿
泊
者
の
「
特
定
要

求
行
為
」
（
実
施
に
伴
う
負

担
が
過
重
で
あ
っ
て
、
他
の

宿
泊
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
著
し
く
阻
害
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
要
求
と
し
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
を
繰
り
返
す
行
為
）
を
追

加
し
た
。
省
令
で
は
「
宿
泊

料
の
減
額
」
「
粗
野
ま
た
は

乱
暴
な
言
動
、
そ
の
他
の
従

業
者
の
心
身
に
負
担
を
与
え

る
言
動
」
を
特
定
要
求
行
為

と
定
め
て
い
る
。

　
指
針
は
特
定
要
求
行
為
の

具
体
例
を
示
し
て
い
る
。
同

行
為
に
該
当
す
る
、
宿
泊
拒

否
が
可
能
と
な
る
ケ
ー
ス

は
、
①
宿
泊
料
の
不
当
な
割

引
や
慰
謝
料
、
部
屋
の
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
、
レ
イ
ト
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ア
ー
リ
ー
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
、
契
約
に
な
い

送
迎
②
自
身
の
泊
ま
る
部
屋

の
上
下
左
右
の
部
屋
に
宿
泊

者
を
入
れ
な
い
こ
と
③
特
定

の
者
の
み
に
自
身
の
応
対
を

さ
せ
る
こ
と
や
、
特
定
の
者

を
出
勤
さ
せ
な
い
こ
と
④
従

業
者
に
対
す
る
、
土
下
座
な

ど
の
社
会
的
相
当
性
を
欠
く

方
法
に
よ
る
謝
罪
―
な
ど
を

繰
り
返
し
求
め
る
も
の
。

　
一
方
、
特
定
要
求
行
為
に

当
た
ら
な
い
も
の
と
し
て
①

聴
覚
障
害
者
へ
の
緊
急
時
の

連
絡
方
法
と
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
や
、
フ
ロ
ン

ト
近
く
の
客
室
の
用
意
を
求

め
る
こ
と
②
フ
ロ
ン
ト
等
で

筆
談
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
求
め
る
こ
と
③
視
覚

障
害
者
の
部
屋
ま
で
の
誘
導

を
求
め
る
こ
と
―
な
ど
。
障

害
者
が
社
会
的
障
壁
の
除
去

を
求
め
る
行
為
を
該
当
し
な

い
例
と
し
て
示
し
て
い
る
。

　
改
正
旅
館
業
法
で
は
、
特

定
感
染
症
の
流
行
時
に
限

り
、
ま
ん
延
防
止
に
向
け
た

協
力
要
請
を
宿
泊
者
ら
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
案

で
は
協
力
を
行
わ
な
い
客
ら

の
宿
泊
拒
否
も
可
能
に
な
る

と
し
て
い
た
が
、
障
害
者
団

体
な
ど
の
反
対
を
受
け
て
差

別
防
止
の
観
点
か
ら
拒
否
要

件
か
ら
除
外
さ
れ
た
。

　
協
力
を
求
め
ら
れ
る
の
は

特
定
感
染
症
と
さ
れ
る
、
感

染
症
法
上
の
１
類
感
染
症
、

２
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
指
定

感
染
症
、
新
感
染
症
な
ど
の

国
内
発
生
期
間
。
全
て
の
宿

泊
者
ら
に
体
温
測
定
な
ど
健

康
状
態
の
確
認
、
せ
き
な
ど

の
有
症
状
者
に
客
室
で
の
待

機
や
医
師
の
診
断
結
果
の
報

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
診
断
の
結
果
、
特
定
感

染
症
の
患
者
に
該
当
す
る
場

合
は
宿
泊
を
拒
否
で
き
る
。

　
た
だ
、
協
力
要
請
を
拒
否

し
た
顧
客
の
宿
泊
拒
否
は
法

律
上
で
き
ず
、
指
針
で
は

「
旅
館
業
の
営
業
者
は
、
医

師
の
診
断
の
結
果
の
報
告
や

客
室
等
待
機
を
は
じ
め
、
協

力
の
求
め
に
つ
い
て
事
実
上

の
強
制
に
わ
た
る
よ
う
な
求

め
や
威
圧
的
な
求
め
を
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
明
記
し
て

い
る
。
不
特
定
多
数
の
顧
客

が
来
訪
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
現
場
で
従
業
員
や
他
の
宿

泊
客
の
安
全
を
ど
こ
ま
で
担

保
で
き
る
か
、
経
営
者
か
ら
不
安
の
声
も
上
が
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

前回の開催風景（１月日）

観
光
客
の
分
散
を
真
剣
に

検
討
す
べ
き
だ
（
混
雑
す

る
京
都
）

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、

月
に

日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行

者
は
前
年
同
月
比
０
・
８
％

増
の
２
５
１
万
７
千
人
だ
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
感
染
拡
大
す
る
前
の
、
２

０
１
９
年
の
同
じ
月
を
初
め

て
上
回
っ
た
。

　
韓
国
や
台
湾
、
米
国
な
ど


カ
国
・
地
域
で

月
の
過

去
最
高
を
記
録
し
た
と
い

う
。
円
安
や
運
航
便
数
の
回

復
な
ど
が
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。

　
２
０
０
万
人
超
え
は
５
カ

月
連
続
。
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す

る
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
か

ら
約
１
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
需
要
回
復
が
い
っ
そ
う
鮮

明
に
な
っ
て
き
た
。

　
観
光
庁
の

橋
一
郎
長
官

は
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
為

替
や
国
際
情
勢
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
に
大
き
く
影
響
を

受
け
る
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
本
年
１
月
か
ら

月
ま
で

の
旅
行
者
数
は
１
９
８
９
万

１
１
０
０
人
で
、仮
に

月
、


月
が

年
と
同
等
の
水
準

が
維
持
さ
れ
れ
ば
、
本
年
の

旅
行
者
数
は
２
５
０
０
万
人

前
後
に
な
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
る
」
と
話
す
。

　

年
の
水
準
（
３
１
８
８

万
人
）
に
は
及
ば
な
い
が
、

こ
の
ま
ま
順
調
に
増
え
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
そ
う
な
る
と
問
題
に
な
る

の
が
、
観
光
客
が
増
え
す
ぎ

て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
す
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
だ
。
そ
れ
で
な
く
て

も
、
京
都
な
ど
有
名
観
光
地

で
は
す
で
に
発
生
し
て
お

り
、
市
民
か
ら
は
「
こ
れ
以

上
増
え
る
と
、
生
活
に
支
障

を
来
す
」
と
の
悲
鳴
に
似
た

声
も
上
る
。

　
北
海
道
美
瑛
町
で
は
、
美

し
い
景
色
を
写
真
に
収
め
よ

う
と
、
農
地
に
無
断
で
立
ち

い
る
人
が
後
を
絶
た
ず
、
神

奈
川
県
鎌
倉
市
で
は
人
気
漫

画
ゆ
か
り
の
場
所
と
い
わ
れ

る
踏
切
周
辺
に
人
が
集
ま

り
、
車
道
に
は
み
出
し
て
交

通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　
京
都
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
防
ご
う
と
、
市
観

光
協
会
と
近
畿
運
輸
局
が
協

力
し
て
、

月

日
か
ら
、

京
都
駅
前
に
臨
時
の
観
光
案

内
所
や
手
荷
物
預
か
り
所
を

期
間
限
定
で
開
設
し
た
。

　
混
雑
す
る
バ
ス
を
避
け
る

た
め
の
地
下
鉄
・
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
利
用
や
「
地
下

鉄
・
バ
ス
１
日
券
」
の
購
入

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。ま
た
、

観
光
客
の
大
型
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
な
ど
の
荷
物
持
ち
込
み
が

混
雑
の
一
因
に
な
る
と
し

て
、
預
り
所
の
利
用
を
促
し

て
い
る
。

　
政
府
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
に
乗
り
出
し
、
全

国
約

の
観
光
地
を
選
び
、

①
混
雑
時
の
入
場
料
や
交
通

料
金
の
引
き
上
げ
②
混
雑
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
導
入
―
な
ど
を
支
援
す

る
意
向
だ
。
解
消
に
有
効
な

手
立
て
は
少
な
い
と
さ
れ
る

が
、
打
て
る
手
は
打
つ
べ
き

だ
。
観
光
へ
の
イ
メ
ー
ジ
悪

化
は
避
け
た
い
。

　
「
水
の
都
」
と
呼
ば
れ
る

イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
。
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
解
消
に

向
け
、
来
年
か
ら
、
特
に
観

光
客
が
多
い
春
か
ら
夏
に
か

け
て
、

歳
以
上
の
日
帰
り

客
に
対
し
１
日
５

の
入
域

料
を
徴
収
す
る
方
針
と
い

う
。
観
光
客
の
来
訪
意
欲
を

鈍
ら
せ
る
こ
う
し
た
対
策
も

必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
来
年

１
月

日
、
東
京
の
浅
草
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
で
「
２
０
２
３

年
度
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル

２
５
０
選
認
定
証
授
与
式
」

を
開
く
。
今
回
は
新
た
な
企

画
と
し
て
、

年
連
続
入
選

の
宿
を
「
５
つ
星
の
宿
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｍ
（
プ
ラ
チ

ナ
）
」
と
認
定
。
特
製
の
プ

レ
ー
ト
を
授
与
す
る
。
会
の

冒
頭
、
観
光
庁
初
代
長
官
の

本
保
芳
明
氏
（
国
連
世
界
観

光
機
関
駐
日
事
務
所
代
表
）

に
よ
る
特
別
講
演
（
演
題
＝

観
光
立
国
か
ら
観
光
先
進
国

へ
）
を
行
う
。

　
２
５
０
選
は
旅
行
会
社
、

Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト

ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）

社
員
ら
に
よ
る
温
泉
地
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
人
気
投
票
。

上
位
２
５
０
軒
を
毎
回
順
位

を
付
け
ず
に
公
表
し
て
い

る
。
通
算
５
回
以
上
入
選
の

宿
は
「
５
つ
星
の
宿
」
と
認

定
し
て
い
る
。

　
式
で
は
入
選
施
設
に
認
定

証
を
授
与
。
２
５
０
選
と
同

時
に
実
施
の
「
に
っ
ぽ
ん
の

温
泉
１
０
０
選
」
（
旅
行
業

者
ら
に
よ
る
温
泉
地
の
人
気

投
票
）
の
ベ
ス
ト
３
、
実
行

委
員
会
特
別
賞
も
表
彰
す

る
。

　
２
５
０
選
、
１
０
０
選
の

発
表
は
本
紙
の

月

日
付

紙
上
で
行
う
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年

月
の
ホ
テ
ル

・
旅
館
経
営
業
者
の
倒
産

（
負
債
１
千
万
円
以
上
の
法

的
整
理
）
は
９
件
、
負
債
総

額
は

億
２
３
０
０
万
円
だ

っ
た
。
件
数
は
今
年
３
番
目

の
高
水
準
。
額
は
２
カ
月
連

続
で

億
円
を
上
回
っ
た
。

　
件
数
は
前
年
同
月
比
３
倍

増
（
２
０
０
・
０
％
増
）
、

前
月
比
は
１
件
減
少
（

・

０
％
減
）
し
た
。
２
カ
月
ぶ

り
に
１
桁
台
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
今
年
の
中
で
は
高
水
準

と
な
っ
て
い
る
。

　
額
は
前
年
同
月
比
１
３
９

・
０
％
増
加
、
前
月
比

・

１
％
減
少
し
た
。
今
年
に
入

り
、
４
番
目
に
低
い
数
字
だ

が
、
２
カ
月
連
続
で

億
円

を
超
え
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
４
件
増

（
６
・
９
％
増
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同
０
・
２
％
減

の
２
０
２
億
１
６
０
０
万

円
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年

月
の
旅
行
業

者
の
倒
産
（
負
債
１
千
万
円

以
上
の
法
的
整
理
）は
２
件
、

負
債
総
額
は
１
億
３
千
万
円

だ
っ
た
。

　
前
年
同
月
は
倒
産
が
発
生

し
な
か
っ
た
。
前
月
比
は
件

数
が
同
数
、
額
が
２
２
５
・

０
％
増
と
、
３
倍
超
と
な
っ

た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
５
件
増

（

・
７
％
増
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同
４
・
１
％
増

の

億
３
３
０
０
万
円
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
２

０
２
３
年
度
か
ら


年
度
末
ま
で
に

１
２
２
０
億
円
の

投
資
を
計
画
し
て

い
る
と
発
表
し

た
。内
訳
は「
エ
リ
ア
開
発
」

と
「
法
人
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
開

発
」
に
６
１
０
億
円
、
「
Ｄ

Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
」に
４
５
０
億
円
、

「
店
舗
、
設
備
な
ど
」
に
１

６
０
億
円
。
エ
リ
ア
開
発
は

「
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化

し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
を

高
め
る
動
き
」
と
山
北
栄
二

郎
社
長
は
説
明
す
る
。
具
体

的
に
は
、
宿
泊
地
、
宿
泊
施

設
や
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
開

発
、
旅
行
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡

充
に
取
り
組
む
。
観
光
地
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
旅
行

者
の
滞
在
時
間
増
加
や
周
辺

地
域
へ
の
回
遊
を
促
し
、
旅

行
者
の
実
感
価
値
向
上
と
地

域
の
活
性
化
を
目
指
す
。
ま

た
、
法
人
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス

開
発
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連

事
業
の
開
発
を
進
め
る
。
新

た
な
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

に
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
▼
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
投
資
で

は
、
旅
前
の
予
約
や
情
報
提

供
な
ど
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム

の
開
発
や
観
光
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

の
実
現
の
ほ
か
、
人
手
不
足

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
宿
泊

施
設
の
業
務
を
軽
減
す
る
仕

組
み
の
開
発
に
も
力
を
入
れ

る
。
す
で
に
宿
泊
施
設
に
向

け
て
は
非
接
触
型
多
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

「
Ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｚ
ｎ
ａ
　
Ｉ
ｎ


ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
（
コ
ト
ツ
ナ
　

イ
ン
　
ル
ー
ム
）
」
や
デ
ジ

タ
ル
化
支
援
シ
ス
テ
ム
「
デ

ー
タ
コ
ネ
ク
ト
Ｈ
Ｕ
Ｂ
」
な

ど
を
開
発
し
、
提
供
し
て
い

る
▼
観
光
地
や
宿
泊
施
設
へ

の
投
資
を
さ
ら
に
加
速
す
る

Ｊ
Ｔ
Ｂ
。
今
後
の
動
き
に
注

目
し
た
い
。
　
【
Ｍ
・
Ｉ
】

　１　宿泊しようとする者が、宿泊サービスに従事する
従業者に対し、宿泊料の不当な割引や不当な慰謝料、不
当な部屋のアップグレード、不当なレイトチェックアウ
ト、不当なアーリーチェックイン、契約にない送迎等、
他の宿泊者に対するサービスと比較して過剰なサービス
を行うよう繰り返し求める行為。
　２　宿泊しようとする者が、宿泊サービスに従事する
従業者に対し、自身の泊まる部屋の上下左右の部屋に宿
泊客を入れないことを繰り返し求める行為。
　３　宿泊しようとする者が、宿泊サービスに従事する
従業者に対し、特定の者にのみ自身の応対をさせること
または特定の者を出勤させないことを繰り返し求める行
為。
　４　宿泊しようとする者が、宿泊サービスに従事する
従業者に対し、土下座等の社会的相当性を欠く方法によ
る謝罪を繰り返し求める行為。
　５　泥酔し、他の宿泊者に迷惑を及ぼすおそれがある
宿泊者が、宿泊サービスに従事する従業者に対し、長時
間にわたる介抱を繰り返し求める行為。
　６　宿泊しようとする者が、宿泊サービスに従事する
従業者に対し、対面や電話、メール等により、長時間に
わたって、または叱責しながら、不当な要求を繰り返し
行う行為。
　７　宿泊しようとする者が、宿泊サービスに従事する
従業者に対し、要求の内容の妥当性に照らして、当該要
求を実現するための手段・態様が不相当なものを繰り返
し求める行為。

　１　障害者が宿泊に関して社会的障壁の除去を求める
こと。例えば、以下のものが挙げられる。
　①視覚障害者への緊急時の連絡方法としてスマートフ
ォン（またはフードコート等で普及している「振動呼び
出し機」）の利用やフロント近くの客室の用意を求める
こと。②フロント等で筆談でのコミュニケーションを求
めること。③視覚障害者の部屋までの誘導を求めること。
④車椅子で部屋に入れるようにベッドやテーブルの位置
を移動することを求めること。⑤車椅子利用者がベッド
に移動する際に介助を求めること⑥車椅子利用者が高い
ところの物を従業員に代わりに取ってもらうよう求める
こと。⑦精神障害のある者がエレベータや階段等の人の
出入りがあるエリアから離れた静穏な環境の部屋の提供
を求めること。⑧発達障害のある者が待合スペース含む
空調や音響などについて通常設定の変更を求めること。
　２　医療的な介助が必要な障害者、重度の障害者、オ
ストメイト、車椅子利用者、人工呼吸器使用者の宿泊を
求めること。
　３　介護者や身体障害者補助犬の同伴を求めること。
　４　障害者が障害を理由とした不当な差別的取り扱い
を受け、謝罪等を求めること。
　５　当該行為が障害の特性によることが、本人または
その障害者同行者にその特性について聴取する等して把
握できる場合。
　６　旅館業の施設側の故意または過失により、宿泊し
ようとする者またはその家族等の関係者が損害を被り、
何かしらの対応を求めること（ただし、要求の内容の妥
当性に照らして、当該要求を実現するための手段・態様
が不相当なものであれば、その行為は合理的な理由を欠
くこととなり、特定要求行為に該当し得る）。


